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2007年6月17日、弁護士の笹本 潤

氏による「世界の中での憲法９条の普

遍性」と題する講演が行われ、憲法９

条が世界やアジアからどう見られてい

るかについて、ご自身の世界をまわっ

た体験に基づいて話されました。

今、９条の問題を国際的にとらえる

必要がますます大きくなってきていま

す。「グローバル９条キャンペーン」

をおこなっているが、その意義は日本

の９条を守る運動のために、海外の９

条への声を日本の市民に伝える。世界

の非軍事の平和運動のために９条の

「武力によらない平和」の考えを世界

に広めることにあります。

「北朝鮮が攻めてきたら」という改憲

派の主張に対して、そもそも軍事で対

応すべきか。９条改定がアジアに脅威

を与える視点を考えるべきだ。「９条

を守る」のは非軍事の運動の流れの中

で真に実現できる。軍事にたよらない

国際環境があってはじめて「脅威論」

や「自衛軍」が出てこなくなる。

９条の国際的普遍性のひとつは、あら

ゆる戦争の放棄である。１９２０年代

のアメリカの戦争非合法化の運動が出

発点となって、１９２８年の不戦条約、

１９４７年の日本の憲法９条１項に結

実している。９条を起草した幣原・マ

ッカーサーにもこの戦争非合法化の思

想が間接的に影響している。本来は自

衛戦争も含めたすべての戦争の禁止、

条文上も無条件の禁止である。今、ア

フリカ、南米などでそれが現実的に求

められるようになっている。ボリビア

大統領も｢戦争放棄条項を憲法に盛り

込む」といっている。

普遍性の第二は軍隊の放棄、武器の放

棄であり、９条２項は、連合軍による

日本の武装解除というのが直接のきっ

かけだが、戦争非合法化の思想をより

徹底したものである。戦争の手段の禁

止という意味では、武器の廃絶も共通

の考え方で、現在のアフリカでも痛切

に求められている。

９条の現実的機能・規範力として、①

専守防衛、海外で武力行使禁止の機能、

②軍縮、核軍縮の機能で、非核３原則、

武器輸出禁止３原則となっていて、こ

れは、アフリカで求められている武器

禁止・廃絶の課題と共通する。③GNP

比１％枠のように、軍事費の削減機能

で、環境、貧困対策と結びついている。

憲法９条世界会議を2008年５月４日～

６日に計画している。初めの2日間は

千葉・幕張メッセで開催する。海外か

らの招聘者の費用がかかるので賛同金

のカンパをお願いしたい。

講演は、世界の各地で撮ったインタビ

ューをビデオで再現した臨場感のある

ものでした。

講演後、会場からの質問、意見など

で対話が行われました。(岡田)
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6.17講演と対話の集い

アンケート回答一覧
演題「世界の中での憲法９条の普遍性」

１．今日の「講演と集い」は如何でしたか、

ご感想をお聞かせ下さい。

①国際的な動きが勉強になりました。

②世界の活動家の意見が聞けて有益であ

ったと思う。９条を守ることが活動家

のそれぞれの国で、自分の問題として、

どのように展開されているか、もっと

詳しく知れば一層よかったと思う。９

条のもつ普遍性について考えることが

多い。

③９条世界会議は、とても興味深い企画

だと思いました。

④世界的な平和運動、とりわけ日本の憲

法９条のもつ大きな意義が広がってい

ることが分かりよかった。

⑤講演者の世界各地における精力的な活

動に深い感銘を受けました。

⑥世界各国の平和運動を進めている人達

が憲法９条に対する期待や思いを熱く

語っているビデオを見てとても勇気づ

けられた。

⑦外から９条がどのように見られている

か関心があったが、充分には把握でき

なかった。しかし軍についても国・地

域について多様であることがわかった。

参加者が少なく残念に思います。

⑧世界の活動家の考え方や意見を聞くこ

とができてよかった。

２ 憲法９条についてのお考えがあればお

聞かせ下さい。

①どうしたら若い人に９条の大切さをわ

かってもらえるか？自身が悩んでいま

す。

②これからの運動をどう進めていくの

か？

３ 今後、話を聞いてみたいテーマ、また

は、希望する講師がおりましたらご記入し

てください。

①各研究機関における（９条関連の）活

動。

４ 憲法９条を変えさせないために、どう

したらよいと思いますか？

①英文のアピール文を作ったらどうか。

②研究者らしい、国際活動を科学者の間

でされたらどうか。

③互いの考えを確認し合う。

④多くの人と対話して、問題点を理解し

てもらうことが必要だと思う。

⑤地域、職場、学園で非暴力、軍事に協

力しない宣言を広めて行くことを地道

にやる。

⑥９条改悪反対の過半数の組織を確実に

行うこと。

５ 研究所・大学関係９条の会への要望、

意見等

①若い人の協力がほしいです。

以 上

０７年６月２８日現在

賛同者数 ８１５名（＋５名）
（ ）内は前号以降の増加数

事務局だより

○本会では「筑波研究学園都市研究所･大学

関係９条の会アピール」への賛同署名を広

くお願いしています。

http://peace.arrow.jp/tsc/i_home.php

にアクセスしてください

○９条の会ニュース等の配布は、メールア

ドレスを登録されている方には電子メール

で、それ以外の方には郵送しております。

○「会」へのお問い合せは

・茅野徳治：電話・Fax：029-857-6593

・e-mail：

岡田安正 spc873x9＠comet.ocn.ne.jp

堀田博之 zkodaly＠nifty.com
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第21回日本高齢者大会が横浜で開催されます！

日 時 2007年9月17日（月） 13:00～ ９月18日（火）9:00～12:00

会 場 １日目 パシフィコ横浜・会議センター
講座・シンポジウム・分科会・夜の企画

２日目 パシフィコ横浜・国立大ホール
全体会
記念講演 「老人の怒りが、いま大きな力」
講 師 なだ いなだ 氏

神奈川県横浜市西区みなとみらい１－１－１ 総合案内 5045-221-2155

参加費 １日／２，５００円 ２日間／５，０００円

交 通 ＪＲ「桜木町」駅・徒歩15分
みなとみらい線「みなとみらい」駅・徒歩３分

お問い合わせ 東京都中野区中央5-48-5-504 TEL／FAX：03-3384-6654

「憲法９条の会つくば」設立２周年記念のつどい
私たちは憲法９条を変えることに反対します。

とき：10月８日（月・祝）

場所：カピオ・ホール
つくば市竹園１-10-１ 5029-851-2886

映画「日本の青空」

第１回上映 10：00～10：30 ９条つくばの活動報告
10：30～12：40 「日本の青空」上映

第２回上映 13：30～14：00 ９条つくばの活動報告
14：00～16：10 「日本の青空」上映

入場料金 前売り券 １２００円 当日券 １５００円
ただし、６０歳以上 １０００円・中学生以下無料

日本国憲法を占領軍の押し付けであるとして改憲を主張する安倍政権。
しかし、占領軍の憲法草案が、民間の「憲法研究会」が1945年12月26日に発表した「憲法草
案要綱」（鈴木安蔵を中心にまとめられたもの）を参考にしたものであることは、余り知ら
れていない。この映画はそのことを明らかにしている。

連絡先 憲法9条の会つくば 〒305-0005 つくば市天久保1-10-12 1-401
TEL 090-3811-3753 FAX 029-856-2286


